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「わ　が　鎮　魂　歌」

　一高木恭造の詩とその英訳一

中　　野　　道　　雄

（1）

　詩人高木恭造は明治36年青森市に生まれた。弘前高校，満州医科大学を卒

　　　　　　　　　　　　　（1）
業し，以後今日まで医業を営む。中学時代から文学割』親しんでいたが，詩

作を始めたのは，弘高を卒業して地元の新聞杜に勤めていたときで，高木が

r埋め車代りに匿名で詩のようなもの」を載せていたのを，主筆として赴任

して来た福士幸次郎が見つけて，「これは君が書いたのだろ㌔ハイカラな言

葉で書くのもいいが，詩というものは，借りものの言葉でたく，自分が本当

に持っている言葉で書くものだよ。それには先ず小さい時から今まで使って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
いる言葉，而もぴんからきりまで，徹底的に方言だけで書いてごらん」・とす

すめたのであった。その後，高木は東京に出て出版杜に勤めていたが，昭和

3年に夫人のすすめで満州に向かい，満州医科大学に学んだ。卒業後，現地

で医師をしていたが，昭和21年引揚げ，この年，福土が亡くなっていたこと

を知る。この間，福士と高木とは，生活の面でも，文学の面でも，常に暖か

い師弟たいし兄弟関係にあったらしい。

　地方主義の立場に立つ福士幸次郎の方言詩のすすめは，高木のペソから，

珠玉の詩として結実したのであった。それらはのちにまとめられて「まるめ

ろ」（初版昭和6年）となる。その序の中で，福士は，「高木君の詩集が生れる。

それは夢が本当になったのだ。高木君にもさうであらうが，私に取っても全

（1）以下の伝記的記述は，主としてrまるめる」所収の＜走り暮的覚え書＞、＜福士幸次郎の

想い出〉および，詩人から筆者あての私信にもとづく。

（2）（3）上記く福士幸次郎の想い出〉。
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く君に劣らずこれは意外な，しかし悦ばしい仙女の魔法の棒の出現物であ

る」と述べた。集中，「冬の月」は絶唱とされ，いくつかのアンソロジーに再

録されている。

　一方，高木は，福士自身，上掲の序の中で，「高木君も地方語だけの詩人で

はない。広い世界を目懸げて共同語の新味豊かな詩も書く」と言っているよ

うに，共通語による詩も多く，また小説，戯曲などの作品も多い。以下は私

の知りえた高木の作品の一リストである。

　1．「まるめろ」（昭和6年初版「北」編輯所・28年再版風の木杜・38年青

柳書店より定本として出版・42年津軽書房より出版）ニ

　　ク　ラシ

　＜生活＞など34編の詩をおさめる。福士が言ったように「ぴんからきりま

で」津軽弁によって書かれている。高木の名をもっとも高からしめた作品で

あろう。後述のように英訳がある。

　2．rわが鎮魂歌」（昭和10年権の木杜）。

　く年輪＞など40編の詩をおさめ乱　r安西冬衛氏に」という献辞があり，

発行者として百田宗治の名が見える。この3者の関係は，高木が渡満すると

きに，福士が「百田宗治さんの処につれて行って，大連の安西冬衛さんへの

　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
紹介状を書いてもらって持たせてくれた」とあることから，およその想像が

できる。この詩集から6編を選んで英訳し，原作と共に13）に掲げる。背景は

すべて満州である。

　3　r鵜の蕎」（昭和14年作文発行所）。　これにはく東方＞など24編の詩が

おさめられ，文語詩をまじえる。「わが鎮魂歌」の植民地カラーとユーモア

が沈潜し，望郷と悔恨の思いをこめた持情の傾向が強い。満州文話会賞受賞。

　4．「奉天城附近」（昭和15年作文発行所）。

　2と背景・心情を同じくするが，小説であるだけによりリアルで暗し．・。日

本文学にはめずらしい植民地文学であると思う。

　5．「方言による三つの物語」（昭和40年津軽書房）。「まるめろ」の地方詩
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のこころみを散文で行ったもの。生々しく人間的なフォークロアである。

　6．「詩人でたい詩人の詩てたい詩」（昭和40年作文杜）。高木の近作詩集。

老境に入りた詩人の心境を映す。

　7．r婆々宿」（昭和42年作文杜）短編小説集・現代の東北地方の人々の生

活の哀歓を描く。

　8　r落葉の群れ　　或る医学生の手記一」（昭和43年津軽書房）満州か

らの苦難の引き揚げ生活における人間風景を記録した長編小説。

　他に，戯曲「帰郷」3幕（昭和34年雑誌「地方演劇」第2巻第2号所載）

があ机また詩人よりの私信によれば，これらの他に，小説20編，詩30編が

あったが，満州から持って帰れなかったという。なお現在高木は長編詩の制

作にとりかかっており，rこれがおそらく一最後の詩」とたろうと私信で述べて

いる。

　高木のこれらの作品を日本文学史のどこにどのように位置づけるかを論じ

ることは，もとより，一英語学徒の私にできるわけではない。

　ただ，方言詩については，福士が40年前に言った，r世は雪と氷の犬自然の

偉力のもとに窮乏の畿と単調の倦み疲れと眠りの放心とに閉された季節の絶

頂にある時に，日本に於ける地方主義の最初の詩が芳しい果実を結ぶに到っ

たのだ」という評価が，今日でもそのまま再確認されるであろう。また共通

語詩についても，福士の「広い世界を目懸げて共同語の新味豊かな詩も書

く」という言葉どおり，高木の語彙はモダンでハイカラであ乱高木が，同

時代の詩人たちと同様に，フランスをはじめとする西欧の文学またはその翻

訳から，新しい語彙や文体を吸収し：たことは明らかである。ジイドやランボ

ーなどからの引用や，それらへの言及も少くなく，「まるめろ」中の

　　　漁　師
　＝ス品ネ　　　　　　〒ホコ　　メ

　腰骨の陰サ娘ア見ねぐなるでバた

という短詩は，フランスの野獣派の絵のイメージだと私信において詩人自ら
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語っている。また現在執筆中の長編詩では，エリオットの「ここは死の国」

という句が「キャッチフレーズ」になっているという。

　このまうな透明で，軽妙で，色彩的な文体を創造した高木の詩人としての

資質が，初期の「まるめろ」をして，地方的であるがゆえに地方的評価しか

与えられない世上の方言文学から一頭地を抜かしめたものと思われる。

（2）

　私が高木の詩に初めて接したのは，真壁仁・編r詩の中にめざめる日本」

（昭和41年・岩波新書）においてであ札それにおさめられていたく冬の

月＞く夜明げ＞く百姓＞の3編にたんとなく心ひかれたので他の数編ととも

に英訳して，当時，日本女子犬学で教えていた英国の詩人James　K吐㎞p氏

に送ったのであった。氏はその中から高夫氏の3編を選び，私の訳を㎞p・ov・

して，カナダのUniversity　of　VictOriaから発行されている文芸誌肋e　Mo一

ユ加川ω｛例に送った。同誌の編集者は，この内く冬の月＞を選んで同誌の

1968年4月号に掲載した。しかし興味あったことは，編集者が，校正中に，

rうっかりしていたが，この詩が翻訳であることを発見した。至急に作者に

ついて血fo㎜ati㎝をくれ」と言ってきたことであった。私は，これは，こ

の詩が翻訳というハンディキャップにもかかわらず，一流の英国詩人の創作

詩とまちがえられるだけのクオリティをそなえていることの証拠ではないか

と思ったのであった。さて，この「冬の月」とその英訳を次に掲げる。

　　　．冬の月

　カガ　　．プタヲ　　オモテ
　娯ごと殴いで戸外サ出ハれば

　まんどろだお月様だ

　フ　　　　　　アド　　ヤ　ブ

　吹雪いだ後の吹溜こいで
　ド　　　　ニ　　　　’　　　口

　何処サ行ぐどもなぐ俺ア出ハて来たんだ

　　　　　　　　　　　呈グ
　ート“したてあたらネ僧ぐたるのだペナ
　ニク　　　　　　　’ゴ

　憎がるのア愛がるより本気ネなるもんだネ
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そして今一まだ憂いと思ふのアドしたことだバ

　　　　　　，　｝　　オフナ
あ∫　みんな吹雪と同しせ工過ぎてしまれば

まんどろだお月様だネ

　　The　Winter　Moon

I　hit　my　w脆and　went　out　md　saw

the　moon1ike　ten　thousand1anterns．

Over　the　so缶snow　a丘er　a　snowsto㎜

I　am　wa脂ng　without　any　idea　where　I　am　goihg．

　　＿What　is　it　makes　me　hate　so　hard官

　　　　When　we　hate，we　are　more　serious　than　when　w6Iove．

　　　　So　now　why　am　I　s舳ing　to　fee1Iove　for　her　agdn～

Eve軌hing　is1ike　that　snowstom1．

Wh㎝it　is　over，we　s㏄

the　moon1ike　a　thous㎜d　lantems．

　ごらんのように，原詩では，カタカナとひらかたの使い分けで，方言の微

妙な調子を出し，また，漢字とふりがなを使用して，方言の壁を破ろうとし

ている。日本語ならではの工夫である。私は，イギリス北部出身のKirkup

氏によって，Geordie　dia1ectあたりへの翻訳を期待したのであるが，氏によ

れば，英語でそのようなことをすれば，まった／lO㎜mlCat10nが閉ざさ
　　　　　　　　　（4）
れるとのことである。

　また「夜明げ」は“Dawn”として，京都で発行されていた英文文芸誌

”舳Pm枇誌2号に掲載されたが，同誌の編集者Nicho1asC㎞ome氏は

（4〕　しかし，「まるめる」の全訳の中の他の詩において，若干の方言語彙をとり入れる試みを行

　たった。
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この詩をgemと絶賛し巻頭にかざった。

　次に私たちは「まるめろ」を全訳し，me〃喜n肋MoθmとしてJψ伽Oω一

m‘物誌（朝日新聞社）1970年Ju1y－S6ptembe・号に発表した。発行部数

の多い同誌の影響力は大きく，すでにいくつかのアンソロジーから転載の申

しこみがある。

　このように高木の詩が海外に少なからぬ反響を呼んだのは，翻訳の名手

Kirkup氏の才腕によるところもあるが，やはり本質的には，高木の詩が持

つクオリティによるものと思う。Kirkup氏は，一般に，日本の詩は，著名

な詩でも，骨格が弱々しく，英語にしたときに，その力を保ちきれないこと

が多いと言っているが，高木の詩はこの弊をまぬがれている。また高木の挿

情は，豊かで力強く，ユニヴァーサルな人間感情に根ざしている。これらが

海外の人たちにアピールした理由であろう。

　しかし高木が，いかに方言の詩語化に心血をそそいだかを考えるとき，私

はじくしたるものを覚えざるをえない。高木は「まるめろ」の英訳について

r読んで行って思わずほほえんでしまいます」と言い，r私を指導した福士幸

次郎もここまでは想い及ばなかったことだと思っております」と私信で述べ

ている。氏はやさしい気持ちで言っておられるのであろうが，私には犬きた

痛棒とたってひびく。私たちがしていることは所詮，福士や高木から見れば，

心なきわざたのではないだろうかという思いをぬぐい切れない。

　そのわざをふたたびくりかえすことになるのだが，rわが鎮魂歌」から6編

をえらんで英訳する。

r犯される潜水艦」とr曇天の海」のユーモアは私にはイヴリソ・ウォーの

それを思い出させた。また「遡行」と「記念日」は，縦書きされると，まん

中から左右が対称の構成にたってい飢私はいつかこれに似たS・Fショー

ト・ショートを読んだ覚えがある。まん中でタイム・マシンが動き出し，そ

れまでの文章が逆につづられて行く趣向のものであった。言うまでもなく，

「記念日」のしゃれた構成には及ぶべくもないものであったけれム　「風塵」
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のまだるっこしい状況，r新しい町」の新開都市の葺景なども印象深いものが

あると思う。

（3）

　　新しい街

僕は夜明けのホテルを嫌った。街は漆喰の旬に満ちてゐた。僕は僕の番地

　を尋ねよう。

風が吹く度にr給水塔のある街」は氷の上に荒々しいデッサソを描いた。

凍った樹木の間から，歯科医の看板の蔭から小学生らが殺到して来た。ス

　ケートを短剣のように擬しながら。

そして僕は坂の上に立った。’広場には支那人の官吏たちが，空には鴨の群

　が乱れてゐた。もはや僕は僕をトさうとはしたかった。

　　　　　　　‘5）
　　A　New　C1ty

The　hote1at　down　m1ed　me　with　horror．

A　smell　of　mρrtar　was　hmging　about　all　the　str㏄ts。

一I　must　look　for　a　pmper　place　to1ive－

Each　blast　of　wind　cast　rough　oudines　of　water－towers　over　canvases　of

　iCe．

Ff0m　behind　frozen　trees，

from　behlnd　a　dent1st’s　slgnboard，

school　children　rushed　towards　me　holding　their　skates　over　their　heads

　阯edaggers．

（5）以下6編の詩の英訳については，Jm6s聴r㎞p氏の校閲を得，2，3の点で同氏のアド

　ハイスによって改めたことを記し，同氏に感謝する。
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Istoodatthetopofas1ope．

Chhesegove㎜ento脳1swerecrow㎞g曲esquaremdcrows曲esky．

Already　I　had　lost　a11　hope　of　maki皿g　my　fortune11ere．

　　曇天の海

　rどうかしたのでしょうか。」定刻はとっくに過ぎたのに船は微動だも

して居ない。「大方出帆旗でも見つからぬのでせう。」船医は僕のために

健胃剤を調合しながら答えた。rこれではないんでせうネ。」僕は先刻甲

板の上で拾った青い縁のある手巾を石油の匂のする手巾をズポソのポケッ

トから出して見せた。船医は微笑したまL船窓を開くと海はその皮灯で長

天を支えてみた。それから僕はその手巾でゆっくり僕の靴を拭ひ始めた。

　　The　Sea　Under　a　Cloudy　Sky

“What’s此G㎜tterw舳舳sshp～”

The　ship　hasn，t　moved　m　inch　though　sailing　time　has　already　passed．

“I　supPose　they　ca皿，t丘nd　the　Blue　Peter，”

answ6red曲e　doctor，m缶㎞g　a　draught　df　medic㎞e　for　my　stomach、

“Itwoul㎞’tbethis，wou1ditP”

Iex舳。tedfrommytmuserp㏄ket

ablue－he㎜edhandk6r舳ef8tin㎞gofpetro1

thatIpickedo舳hed㏄kaw㎞lebefore、

The　doc6or，s舳ng，9ot　up　8nd　opened　the　por上hole．

We　co阯d　soe　a　cloudy　sky　suppo竹ed㎝the　skin　of曲e　o㏄m．

Then　I　s伽誠ed　to　wipe　my　shoes，slow1y，with　the　blue　c1oth．
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　　遡　行

　九ミリ映画『巴里の風景』を始めよう。僕等はセーヌ河を下るのだ。対

鼻のマロニエの並木，タキシイやバスの疾駆する間を紳士が新聞を読みな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モニエ’ソト
がら歩㍍モンパルナヅスの墓場には詩人の記念像。花束を捧げてゐる若

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムウランルウジュ
い人々の中には僕は見当らない。エッフェル塔に駆け上れば赤い風車が廻

って夜にな机だがこれでおしまひだ。裸体の娘達が山もせず中らあ∫そ

してこ∫は巴里ではない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力一テソ
　冷たくなった茶を瞑り僕等は黙ってしまふと，厚っぽい窓掛の外は風の

音。太陽が貴いるい程の挨風。さあ，再び映画を始めよ㌦フィルムを巻

き返しもせずに。

　さて赤い風車の夜が明けぬ5ちにエッフェル塔から飛び下りよう。若い

人々は詩人の墓場から花束を取上げる。紳士は新聞をポケットに終びこみ，

タキツイやバスの後退するマロニエの並木は対岸にたる。あ∫僕等はセー

ヌ河を遡る。だがこれでおしまいにたる。そしてここは巴里ではない。

　　Sailing　Up　The　Seine

Let’s　have　a1ook　at“The　Sigllts　of　P肌is，”a　g　mm　motion　picture．

We’re　sailing　down曲e　Seine．

Marronnier　avenues　on　the　other　bank　of　the　river．

GentIemen　reading　newsp叩ers　are　wa1king　among　dashing　taxis　and

　buses．

A　poet，s　statue　in　the　cemetery　at　Mo岬amasse．

I　am　not　among　those　young　peop1e1aying　bmches　of　Howers　on　the

　tomb－

We　scamper　up　the　Ei価e1・Tower．

Tlle　Moulin　Rouge　goes　milling　mund　as　ni曲t　fa11s．

This　is仙e　end　of　the　fiIm，and　we　did　not　see　naked　girIs．
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Oh！Paris　is　not　with　us　any　mo正e．

Here　we　are　again　sipP｛ng1ukewarm　tea　in　silence．

0utside　the　thick　curta虹s　we　can　hear　the　sound　of出e　wjnd．

We11，1et，s則n　the　picture　thmgh　again

＿without　r6winding　the趾m．

First　we　jump　o皿the　Ei価el　Tower　before　dawn　breaks　on　the　Mou1in

　Rouge．

Yomg　people　snatch　away　bunches　of日。wers　from　the　poet’s　tomb．

ρent1emen　stu旺newspapers　back　in　their　pockets．

丁前s　andもuses　dash　backwards　a1ong　marromier　avenues　on　the　other

　bank　of　the　river．

Now　we　are　sai1ing　up　the　Seine　and　this　is　the　end　of　the剣m．

一paris　is　mt　with　us　any　more．

　　風　慶

　一あれは再び帰らない一
　　　ホ　呈　一
　僕は蒙古馬を駆って風塵の中を患家に辿り着いた。だが僕の往診鞄は何

時の間にかすり替へられてゐた。新型自動車のカタローグの入った奴に。

（四挑鉄路の頭等車，僕に南瓜の種をすすφた隣席の青眼の支那人め！）

　僕は患者であるニッポソの少女の胸にちかに耳をつけて聴診せねばなら

なかった。僕は起伏の激しい少女の胸を，その肋骨の一本一本を探って暗

い洞窟に降りなければならなかった。僕の往診鞄は何処へ行ったのだらう

かと。少女は絶えず「ニッポンの海が見たい」と諸語を続けてゐる。そし

て壁に耳をくっ生けてゐる僕に明かに聞えるのは退潮時の騒音であった。

だから僕は躊踏たく癌を診定することが出来たのだ。けれども僕が何等処

置を施す術もたく少女はそのま∫息をひいてしまった。
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　　僕が患家を去る時，生憎僕の蒙古馬は何処がへ逃走してしまってゐた。

僕は新型自動車のカタローグの入った鞄を抱へて風塵の中によろげ入った。

ニッポソの長い海岸線を想ひ・僕の往診鞄は何処へ行ったのだらうかム

　　　　Dusty　Wind

　　　　That　never　comes　back　again

I　drove　a　pony　throngh　the　dust－storm　to　reach　a　patient’s　home．

But　instead　of　my　doctor’s　bag　I　fomd　I止ad　taken

one　full　of　catalogues　of　new　工notorcar　n〕odels．

（That　da㎜ed　Chinese　in　blue　who　o茄ered　me　pumpkin　seeds　in　the

　　丘rst－class　carriage　of　the　Sitao　Rai1way！）

I　had　to　apP1y　my　ear　right　on　the　Japanese　gir1’s　chest．

I　had．to　examine　by　touching　eve町bone　of　her　chest

and　m吐e　my　descent　into　a　g1oomy　cavem，wonder血g　what　had　be．

　　come　of　my　bag．

In　her　de1irium　she　kept　on　saying　she　wanted　to　see　again　the　waters

　　of　Japan．

To　my　ear，her　heart　sounded　distinctly

like　an　ebbing　tide．

So　without　any　hesitation　I　was　able　to　diagnose　tuberculosis，

But　before　I　could　do　anything　for　her　as　a　doctor，she　died、

Wh㎝口eft　the　house，I　fo㎜d　my　pony　was　missing．

I　staggefed　thmugh　the　stoエm　of　dust，holding　unde正。ne　arm　the　bag

fu11of　catalog皿es　of　new　motorcaエs．

I　kept　thinking　of　the1ong　coast1ine　of　Japan，

sti11puzz1ing　over　what　had　b㏄ome　of　my　bag．
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　　記念日

風。埃の中の国旗。摸擬市街戦。そしてロツヤ寡婦とこのストーブには火

の気がない。

「今日，ミカドの赤ちゃんが生れた日？」

「お前の国が僕の国に負かされた記念’轣v

僕はこの答の代りにr僕がお前に負かされた目なんだ。」　と

それから僕らは寝台つきの鏡の中に・僕ら自身を撮影する。

摸擬市街戦。挨の中の国旗。風。

　　A　Memoria1Day

Whd．

The　natioml　nag　in　the　dust，

A　sham　street丘ght．

There　is　no遍re　in　the　stove

nor　in　this　Rusiah　widOw．

“Is　this　the　day　the　M遮ado，s　baby　was豆bom…”

“Thememor舳yco㎜emorating

yo皿。o㎜tW’s　defeat　by　mine．”

But　instead　of砒s，I　answered；

“The　day　I　was　defeated　by　you．”

Then　we　lay　down　in　the　mimr

se1＝in　the　bead　of　tbe　bed．

A　sham　street丘ght．
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The　nationa1他g　in　tbe　dust．

Wind．

　　犯される潜水艦

潜望鏡の中の共同租界地は中華民国新紙幣の図案に採用するがい㌦

ロシヤ娘の海水着は擬粧した回船だ。
ヒ　ト　デ

海盤車の勲章を拒絶した水兵等は白い気泡になって脱艦してしまふ。

　　ジャイロコン’｛工

僕は輪転羅針儀の下から一本の阿片吸飲管をひろひ嘗て追駆した魚雷行跡

　の燐光を想起したのだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サゾ　叩
それにしても僕が母艦への水中信号符を忘却した故に今宵もまた蜴星座が

　　　　　　　　　　　　　　　キール
　六分儀の焦点を犯し艦齢を病む竜骨は海草と泥砂の間をのたうちまはる

　だらう。

救命服を脱ぎすてた僕は発令する。

　（赤錆びた意志の沈下を深度計にて倒れ）

　　Sick　Subm肌ine

The　view　of　the　Intemationa1Sett1ement

　seen　through　a　periscope

Mightbereco㎜endedforinc1usioninthenewdesign

of　bank　notes　in　the　Repub1ic　of　China．

Russian　maidens　in　swimsuits　are　camounaged　OIships．

Sailors　who　declined　the　Order　of　the　Star丘sh

are　transfomed　mto　wh1te　foam　md　sllp　from　the1r　sh1p

I　pick　up　an　opium　pipe　from　under　a　gyr㏄ompass

and　reca11the　phosphorescence

in　the　wake　of　a　to叩edo　once　o山ship　tracked．

However，because　I　forgot　the　signa1s　to　be　used　in　the　water
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tooontactourmo曲ership，

this　evening　too，t11e　Sco；Pion　vno1otes

the　sextant，s　centre，and

the　keel　of　the　old　s㎞p　wri曲es　h　agony

in　mud　and　seaweed．

I　take　o冊my　lifeづacket　md　give　the　order：

“Ver塒with　depth－gauge　angle　of　des㏄nt　of　rust－red　morale！”
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